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里
山
整
備
促
進
事
業
補
助
金

　
森
林
所
有
者
・
管
理
者
等
が
自

ら
行
う
里
山
の
整
備
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
森
林
所
有
者
ま
た
は
森
林
管
理
者

◆
対
象
と
な
る
整
備
内
容

　
集
落
に
接
し
た
天
然
林
お
よ
び

竹
林
で
、
１
カ
所
当
た
り
10
㌃
以

上
の
整
備
を
行
う
も
の

◆
必
要
書
類

　
交
付
申
請
書
（
業
者
委
託
の
場

合
は
見
積
書
）

※
交
付
申
請
書
は
、
農
林
課
、
各

地
域
局
お
よ
び
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
。

◆
補
助
金
額（
整
備
面
積
10
㌃
当
た
り
）

※
作
業
を
委
託
し
た
場
合
は
、
事

業
費
の
３
分
の
１
以
内
、
10
㌃
当

た
り
５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

公
募
に
よ
る
里
山
（
天
然
林
）
整
備

　
公
募
に
よ
り
整
備
地
域
を
選
定

し
、
所
有
者
等
の
一
部
負
担
で
里

山（
天
然
林
）の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
公
募
の
基
本
要
件

　
森
林
所
有
者
等
が
２
戸
以
上
の

共
同
で
、
天
然
林
お
よ
び
竹
林
１

㌶
以
上
の
整
備
（
皆
伐
、
除
伐
、

下
刈
）
を
希
望
す
る
も
の

◆
負
担
金
の
額

　
整
備
に
要
す
る
経
費
に
１
０
０

分
の
５
を
乗
じ
た
額

◆
整
備
地
域
の
決
定

　
応
募
が
あ
っ
た
も
の
か
ら
現
地

を
調
査
し
決
定
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
今
年
度
か
ら
集
落
単
位
等
で
の

申
請
が
し
や
す
い
よ
う
に
選
定
基

準
を
見
直
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

農
林
課
、
各
地
域
局
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　■問い合わせ・申し込み　農林課林業振興係　☎�０２２５

森林が持つ機能の維持、回復を進めます

里山（天然林）整備を推進します
　森林は、保水や水質浄化などの公益的機能を持っています。この機能の維持、
回復を図るため、里山（天然林）の整備を進めています。

森林の持つ公益的機能
　森林は、資源としての木材の生産やキノ
コなどの林産物を生産する場となっていま
す。また、土砂災害の防止、渇水や洪水
の緩和、生物の保全など多くの環境保全
機能を果たしています。

情報ボックス

作業内容 金　　　額

皆　伐 ２万５０００円（樹木）
２万９０００円（竹）

除　伐 １万５０００円（樹木）
１万７０００円（竹）

下　刈 １万円

農業の将来を地域で考える

「人・農地プラン」で農地を守ろう
　農業が抱えている問題を解決するために、地域の中心となる担い手や新規
就農者の確保、農地の貸し手等を地域の皆さん自身で話し合っていただき、
「人・農地プラン」を作成しましょう。
　このプランに位置づけられると次のような支援を受けることができます。

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
経
営

が
不
安
定
な
就
農
直
後
の
所
得
を

支
え
る
給
付
金
（
年
間
１
５
０
万

円
）
を
最
長
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

※
原
則
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
人
が
対
象
で
す
。
交
付

を
受
け
る
に
は
所
得
制
限
等
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

農
地
集
積
協
力
金
（
経
営
転
換
協

力
金
・
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金
）

　
米
・
麦
・
大
豆
等
を
生
産
す
る

土
地
利
用
型
農
業
か
ら
の
経
営
転

換
や
農
業
を
や
め
る
こ
と
に
伴
い

所
有
農
地
等
を
地
域
の
中
心
と
な

る
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
人
に
対

し
て
協
力
金
（
農
地
の
規
模
に
よ

り
一
戸
当
た
り
30
万
円
～
70
万

円
、ま
た
は
10
㌃
当
た
り
５
０
０
０

円
）
を
交
付
し
ま
す
。

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
除
き

ま
す
。
ま
た
遊
休
農
地
の
保
有
者

は
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
交
付
を
受
け
る
に
は
、

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
へ

10
年
以
上
の
期
間
、
農
地
の
貸
付

相
手
先
を
指
定
し
な
い
委
任
等
を

行
う
こ
と
等
が
必
要
で
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化

　
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
認

定
農
業
者
が
借
り
入
れ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、
貸
付
当

初
５
年
間
の
金
利
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

　■問い合わせ・申し込み　農林課農業振興係　☎�０２２３

　
次
の
支
援
は
、
プ
ラ
ン
へ
の
位

置
付
け
に
関
係
な
く
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　
青
年
の
就
農
意
欲
を
喚
起
す
る

た
め
、
就
農
前
の
研
修
期
間
の
所

得
を
支
え
る
給
付
金（
年
間
１
５
０

万
円
）
を
最
長
２
年
間
交
付
し
ま

す
。

※
岡
山
県
が
実
施
す
る
農
業
体
験

研
修
を
終
了
し
た
「
認
定
就
農
者
」

（
原
則
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
人
）
が
対
象
で
、
岡
山

県
の
認
定
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
研
修
終
了
後
、
１
年
以
内
に
就

農
し
な
か
っ
た
場
合
や
要
件
に
合

わ
な
く
な
っ
た
時
は
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
45
歳
以
上
55
歳
未
満
で
独
立
・

自
営
就
農
を
目
指
す
人
に
は
、
別

に
岡
山
県
の
農
業
実
務
研
修
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※ 

諸
要
件
が
あ
る
た
め
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年度実績
　昨年度は、市内３地区がプ
ランを作成し、 将来に向けた
取り組みが実施されています。
・宇治町
・川上町高山折谷集落
・備中町平川地区

情報ボックス

有害獣の被害から農地を守ろう

野猪防護柵設置等に補助金を交付します
　市は、大切な農作物を野猪や野猿の有害獣の被害から守るため、有害鳥獣
被害防止対策事業（野猪防護柵設置補助金）を実施し、防護柵設置に対し、
補助金を交付します。予算の範囲内での交付となりますので、お早めに申請
ください。

◆
防
護
柵
設
置
規
模
お
よ
び
補
助
率

※
交
付
対
象
者
の
主
な
要
件
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
そ
の
他

　
必
ず
購
入
前
に
補
助
金
交
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
付
申
請
書
は
、
農
林
課
、
各

地
域
局
お
よ
び
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
。

　■問い合わせ・申し込み　農林課農業振興係　☎�０２２３

募
集
内
容

◆
募
集
人
員

　
２
人
以
内

◆
応
募
資
格

　
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
で
、

日
常
の
移
動
手
段
と
し
て
主
に
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共
交
通
を

利
用
す
る
人

◆
募
集
期
間

　
６
月
17
日
㈪
～
７
月
16
日
㈫

◆
そ
の
他

　
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
結
果
通
知
は
応

募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
議
の
概
要

◆
会
議
の
役
割

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送

サ
ー
ビ
ス
、
旅
客
の
利
便
の
増
進

に
必
要
な
事
項
を
協
議
し
ま
す
。

◆
開
催
回
数

　
年
２
回
程
度
の
予
定

◆
委
員
構
成

　
委
員
15
人
以
内
（
公
募
委
員
を

含
む
）、
任
期
は
２
年

◆
そ
の
他

　
会
議
出
席
の
報
酬
と
旅
費
を
支

給
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域の交通対策を考える

地域公共交通会議の委員募集
　市は、道路運送法の規定に基づく地域の交通対策の実施について、
バスやタクシー等の公共交通を利用する人のご意見を伺うため、次
のとおり地域公共交通会議の委員を募集します。

　■問い合わせ・申し込み　市民課市民係　☎�０２５４

区分 対象規模 補助率

野
猪
防
護
柵

個　人
100㍍～ 200㍍ 新規購入資材費の３分の１以内の額

200㍍を超えるもの 新規購入資材費の２分の１以内の額

共同（２戸以上） 100㍍～ 新規購入資材費の２分の１以内の額

野猿侵入防護柵 30㍍～ 新規購入資材費の２分の１以内の額


